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御 遠 忌 通 信 

「真
宗
門
徒
の
確
か
め
、
そ
し
て
次
世
代
へ
」 

高
田
教
務
所
長 

荷
葉 

一
浩 

４
月
に
お
迎
え
す
る
高
田
教
区
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御

遠
忌
法
要
ま
で
あ
と
一
ヵ
月
余
り
と
な
り
ま
し
た
。 

２
０
１
１
年
、
本
山
で
厳
修
さ
れ
た
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回

御
遠
忌
法
要
後
に
、
高
田
教
区
で
の
御
遠
忌
法
要
へ
向
け
て
の
歩
み

が
始
ま
り
ま
し
た
。
足
掛
け
七
年
、
僧
侶
、
坊
守
、
ご
門
徒
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
様
々
な
方
々
と
の
会
議
、
準
備
に
向
け
た
打
ち
合
わ
せ

を
重
ね
て
き
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

一
つ
に
は
教
区
御
遠
忌
テ
ー
マ
「
私
は
ど
こ
で
生
き
て
い
る
の
か

～
た
ず
ね
よ
う
真
宗
の
教
え
に
～
」
を
決
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
お

待
ち
受
け
大
会
を
三
回
開
催
し
、
更
に
は
様
々
な
研
修
会
で
も
こ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
一
人
ひ
と
り
が
学
び
を
深
め
た
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
。
二
つ
に
は
、
同
朋
唱
和
勤
行
集
（
緑
本
）
を
用
い
た
「
正
信

偈
の
お
稽
古
」
を
、
各
組
で
実
施
い
た
だ
い
た
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

三
つ
に
は
、
御
遠
忌
の
記
念
事
業
と
し
て
高
田
別
院
の
大
門
修
復
、

新
井
別
院
の
本
堂
屋
根
等
の
修
復
も
無
事
完
了
い
た
だ
い
た
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

真
宗
門
徒
に
と
っ
て
、
五
十
年
に
一
度
の
御
遠
忌
法
要
は
、
大
変

な
節
目
の
法
要
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
そ

れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
は
、
今
現
在
の
自
身
の
門
徒
と
し
て
の
確
か
め

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
次
の
世
代
へ
の
念
仏
相
続
も
願
わ
れ
て
い
る

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
お
一
人
お
ひ
と
り
ご
自
愛
の
う
え
、
高
田
、

新
井
両
別
院
で
の
法
要
に
お
参
り
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
よ
り
お

待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。 
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第
３
回
ブ
ロ
ッ
ク
お
待
ち
受
け
大
会
報
告 

◆
第
１
・
２
・
３
組
（
西
部
地
区
） 

２
０
１
７
年
10
月
21
日 

於
・
第
３
組
西
性
寺 

【
講 

師
】
橋
本 

真
氏(

北
海
道
教
区
駐
在
教
導) 

【
講 

題
】「
私
は
ど
こ
で
生
き
て
い
る
の
か 

～
た
ず
ね
よ
う
真
宗
の
教
え
に
～
」 

【
副 

題
】
か
た
ち
と
こ
こ
ろ 

【
参
加
者
】
約
１
３
０
名 

【
要 

旨
】か
た
ち
は
見
え
て
、
こ
こ
ろ
は
見
え
な
い
。

私
た
ち
は
か
た
ち
を
目
の
前
に
し
て
も
正
し
く
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
量
っ
て
み
て
し
ま
う
眼
、
物
事
を
正

し
く
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
眼
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ

を
頼
り
に
自
分
自
身
の
こ
こ
ろ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
確
か
め

る
。
だ
か
ら
先

人
た
ち
は
、
ま

ず
か
た
ち
を
残

し
て
く
れ
た
。

か
た
ち
が
先
で

こ
こ
ろ
は
そ
の

後
で
知
る
、
い

た
だ
く
。
か
た

ち
に
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。 

【
所 

感
】
第

３
回
目
で
あ
り

西
部
地
区
お
待

ち
受
け
大
会
の
最
終
回
で
も
あ
り
ま
す
。
第
１
回
目
、

２
回
目
ま
で
の
経
験
が
生
か
さ
れ
最
高
の
人
出
が
あ
り

ま
し
た
。
本
日
の
お
待
ち
受
け
大
会
、
そ
し
て
４
月
に

厳
修
さ
れ
る
御
遠
忌
を
単
な
る
セ
レ
モ
ニ
ー
で
終
わ
ら

せ
る
の
で
は
な
く
、
真
宗
の
教
え
に
触
れ
る
き
っ
か
け

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
い
ま
す
。 

（
筒
石
晃
一
） 

◆
第
４
・
５
・
８
組 

２
０
１
７
年
10
月
22
日 

於
・
高
田
別
院 

【
講 

師
】
祖
父
江
佳
乃
氏
（
名
古
屋
教
区
有
隣
寺
） 

【
講 

題
】「
親
鸞
聖
人
一
代
記
よ
り
」 

【
参
加
者
】
１
８
５
名 

【
要 

旨
】
説

教
使
・
祖
父
江

氏
に
よ
る
阿

弥
陀
さ
ま
の

お

取

次

ぎ

。

「
善
鸞
義
絶
」

が
話
の
中
心

で
あ
る
。
親
鸞

聖
人
が
関
東

の
門
弟
達
に

起
こ
っ
た
念

仏
異
議
を
鎮

め
る
た
め
、
息

子
善
鸞
を
派

遣
。
本
願
を
し

ぼ
め
る
花
に

喩
え
、
教
義
を

曲
解
さ
せ
た

と
し
て
義
絶
し
た
と
い
う
出
来
事
で
あ
る
。
祖
父
江
流

の
物
語
が
展
開
す
る
。
最
晩
年
、
善
鸞
は
父
親
鸞
聖
人

が
床
に
臥
さ
れ
て
い
る
と
い
う
噂
を
耳
に
し
て
上
洛
し
、

覚
信
尼
に
仲
介
を
求
め
面
会
を
願
っ
た
が
叶
わ
ず
。「
阿

弥
陀
さ
ま
は
許
さ
れ
る
が
、
父
親
鸞
は
、
教
義
を
曲
げ

た
善
鸞
を
今
生
で
は
許
せ
な
い
」
と
い
う
一
段
で
終
演

す
る
。 

【
所 

感
】
祖
父
江
氏
は
２
回
目
、
高
座
で
の
口
演
に

参
加
者
は
引
き
込
ま
れ
聴
聞
さ
れ
て
い
た
。
親
鸞
聖
人

の
生
涯
は
「
史
実
」
と
「
伝
承
」
が
あ
る
。
今
の
時
代

に
在
世
さ
れ
て
い
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
生
き
ら
れ
何
を

語
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
御
遠
忌
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

そ
れ
を
尋
ね
る
の
が
課
題
で
あ
る
。 

 

（
長
尾
正
示
） 

◆
第
６
組 ２

０
１
７
年
11
月
５
日 

於
・
高
田
別
院 

【
講 

師
】
今
泉
温
資
氏(

三
条
教
区
往
生
人
舎
主
宰) 

【
講 

題
】「
私
は
ど
こ
で
生
き
て
い
る
の
か 

～
た
ず
ね
よ
う
真
宗
の
教
え
に
～
」 

【
参
加
者
】
１
１
０
名 

【
要 

旨
】
御
遠
忌
の
テ
ー
マ
を
「
何
を
よ
り
ど
こ
ろ

に
し
て
あ
な
た
は
生
き
て
い
る
の
か
」
と
と
ら
え
る
。

帰
る
べ
き
世
界
、
根
拠
と
す
る
べ
き
世
界
は
浄
土
で
あ

る
。
帰
る
場
所
を
失
う
と
人
は
迷
う
。
認
知
症
の
高
齢

者
は
生
ま
れ
た
場
所
に
帰
り
た
が
る
。
亡
く
な
る
と
お

浄
土
に
還
る
。
お
浄
土
に
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
釈
迦

の
入
滅
か
ら
二
千
五
百
年
。ど
れ
だ
け
物
に
満
た
さ
れ
、

快
適
な
生
活
を
し
て
い
て
も
、
老
病
死
は
必
ず
人
に
訪

れ
る
。
僧
の
輝
く
瞳
を
見
て
、
出
家
と
い
う
人
生
の
歩

み
出
し
を
さ
れ
た
（
四
門
出
遊
）
。
帰
る
べ
き
世
界
、
根
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拠
と
す
べ
き

世
界
は
浄
土

で
あ
る
。
先
祖

は
浄
土
の
仏

と
な
っ
て
見

守
っ
て
い
る
。

姿
形
は
消
え

て
も
、
無
く
な

っ
た
わ
け
で

は
な
い
。 

【
所 

感
】
と

て
も
迫
力
が

あ
り
、
ユ
ー
モ

ア
が
あ
り
、
分

か
り
や
す
く

心
に
く
い
こ
む
お
話
だ
っ
た
。「
死
」
は
「
お
浄
土
に
還

る
こ
と
」
と
い
う
言
葉
が
心
に
残
っ
た
。
自
分
が
帰
ろ

う
と
す
る
場
所
が
少
し
明
確
に
な
っ
た
気
が
し
た
。 

（
柴
田
貴
美
子
） 

◆
第
７
組 ２

０
１
７
年
11
月
18
日 

於
・
新
井
別
院 

【
講 

師
】
四
衢 

亮
氏
（
高
山
教
区
不
遠
寺
） 

【
講 

題
】「
私
は
ど
こ
で
生
き
て
い
る
の
か 

～
た
ず
ね
よ
う
真
宗
の
教
え
に
～
」 

【
副 

題
】「
凡
夫
は
、
す
な
わ
ち
、
わ
れ
ら
な
り
。」 

【
参
加
者
】
１
３
０
名 

【
要 

旨
】真
宗
の
教
え
を
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
は
、

私
た
ち
の
迷
い
（
六
道
）
の
闇
を
破
り
、
闇
の
姿
を
浮

か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
自
分
自
身
で
悟
る
こ

と
の
で
き
な

い
凡
夫
は
、
阿

弥
陀
仏
の
本

願
の
教
え
を

い
た
だ
い
て

生
き
る
と
い

う
こ
と
が
生

活
の
中
心
と

な
る
。
本
願
の

教
え
を
い
た

だ
く
こ
と
で
、

自
分
自
身
は
、

煩
悩
に
よ
っ

て
成
り
立
っ

て
生
き
る
者

（
凡
夫
）
で
あ

る
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
。
親
鸞
聖
人
は
、
迷

い
の
世
界
を
経
巡
り
、
迷
い
の
家
か
ら
一
歩
も
出
る
こ

と
が
で
き
な
い
身
で
あ
る
と
頷
け
る
こ
と
を
、
信
心
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
。 

【
所 

感
】
前
回
に
引
き
続
き
、
四
衢
氏
に
よ
る
講
話

で
、
今
回
は
親
鸞
聖
人
の
ご
信
心
が
中
心
の
お
話
で
あ

っ
た
。
参
加
者
の
中
か
ら
は
難
し
か
っ
た
と
い
う
意
見

も
あ
っ
た
。
先
生
の
お
話
を
お
聞
き
し
、
真
宗
の
教
え

を
わ
か
っ
た
も
の
と
し
て
、
聞
こ
う
と
し
な
い
、
で
あ

お
う
と
し
て
い
な
い
、
傲
慢
な
自
分
自
身
の
姿
を
再
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

 
 

 
 

（
竹
田 

証
） 

◆
第
11
・

12
・
13
組
（
東
部
地
区
） 

２
０
１
７
年
９
月
24
日 

於
・
第
13
組
淨
泉
寺 

【
講 

師
】
草
間
法
照
氏
（
三
条
教
区
勝
覺
寺
） 

【
講 

題
】「
真
宗
門
徒
の
生
と
死
」 

【
参
加
者
】
２
１
４
名 

【
要 

旨
】
ペ
ッ
ト
の
死
は
「
悲
し
い
だ
け
」、
人
の
死

は
「
や
や
こ
し
」
と
ま
ず
話
さ
れ
た
。
葬
儀
の
意
義
は

通
例
、
次
の
四
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
お
別
れ
の
場
・
追

悼
の
場
・
学
び
の
場
・
心
の
整
理
を
つ
け
る
癒
し
の
場
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
宗
教
は
必
要
な
い
。
葬
儀
の

大
き
な
意
義
は
、「
亡
き
方
を
し
か
る
べ
き
所
、
浄
土
に

お
送
り
申
し
上
げ
る
こ
と
」
と
力
説
さ
れ
た
。
家
族
葬

や
直
葬
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
、
多
く
の
こ
と
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
い
た
。 

【
所 

感
】
近
隣
の
ご
門
徒
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
準

備
に
は
最
善
を
尽
く
し
、
住
職
方
も
内
陣
出
仕
の
た
め

に
習
礼
を
し
た
。
関
係
者
の
思
い
が
通
じ
、
参
加
者
は

２
１
４
名
と
予
想
を
は
る
か
に
超
え
た
。
ま
た
、
講
師

を
囲
ん
で
の
懇

談
会
も

64

名

が
参
加
し
、
講

義
の
内
容
や
日

頃
思
う
こ
と
を

互
い
に
語
り
合

っ
た
。
教
区
御

遠
忌
を
機
縁
に

親
鸞
聖
人
の
教

え
が
確
実
に
こ

の
地
に
根
付
い

て
い
く
こ
と
だ

ろ
う
。 

（
篠
原 

真
） 
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御 遠 忌 通 信 

                              
 

     

 ９：３０ 高田別院大門御修復落慶法要 
 併修 春の法要 

１１：００ 記念式典 
１３：３０ 初逮夜 

 法話【北條賴宗氏（上越市東本町 照行寺）】 

     
 

 ７：００ 初晨朝 
法話【滋野憲史氏（上越市東本町 善念寺）】 

１０：００ 初日中 
 法話【渡邉智子氏（糸魚川市青海 本立寺）】 

１３：３０ 中逮夜 
 法話【藤島 直氏（糸魚川市寺島 圓照寺）】 

１５：３０ 御伝鈔〔上巻・下巻〕 

     
 

７：００ 結願晨朝 
法話【林康一朗氏（上越市鶴町 圓性寺）】 

１０：００ 帰敬式 
 法話【龍池 修氏（上越市三和区高津 入光寺）】 

１２：３０ 庭儀〔稚児行列〕 
１３：３０ 結願日中〔御親修※２〕 

 法話【井上 円氏（上越市夷浜 淨泉寺）】 

     
 

 ７：００ 中晨朝 
法話【内山真明氏（上越市小泉 養性寺）】 

１０：００ 中日中 
 法話【居多德恵氏（上越市中央 聽信寺）】 

１３：３０ 結願逮夜〔御参修※１〕・御俗姓 
法話【老野生淳一氏（糸魚川市能生小泊 安專寺）】 

※１･･･門首補佐の鍵役が出仕されます  ※２･･･門首が出仕されます 
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１４：１５ 開会 

勤行 
講演【岩崎英宣氏（上越市安塚区小黒 專敬寺）】 

１５：５０ 閉会 

     

１３：００ 開会 
音楽法要 
伝統声明の紹介〔坂東曲〕 

１５：００ 記念講演【一楽 真氏（大谷大学教授）】 
１６：２０ 閉会 

     

 
 ７：００ 結願晨朝 

法話【豊島 信氏（上越市大町 西光寺）】 
 ９：３０ 庭儀〔稚児行列〕 
１０：３０ 結願日中 

 法話【鷲嶺紀文氏（上越市三和区島倉 延壽寺）】 

     

１０：００ 念珠作り・荘厳 
１１：００ おとき 
１２：００ 法要 
１３：００ 遊びブース 
１５：００ 恩徳讃 

     

 ９：３０ 新井別院本堂屋根御修復落慶法要 
兼 恵信尼公七百五十回忌法要 

１１：３０ 記念式典 
１３：３０ 結願逮夜〔御参修※１〕・御俗姓 

 法話【尾﨑秀行氏（妙高市中町 極生寺）】 
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御 遠 忌 通 信 

教
区
御
遠
忌
お
待
ち
受
け
コ
ン
サ
ー
ト
報
告 

【
期
日
】 

２
０
１
７
年
10
月
８
日 

高
田
別
院 

【
期
日
】 

２
０
１
７
年
11
月
３
日 

新
井
別
院 

高
田
別
院
、
新
井
別
院
の
各
報
恩
講
期
間
中
に
「
教

区
御
遠
忌
お
待
ち
受
け
コ
ン
サ
ー
ト
＆
お
話
」
が
開
催

さ
れ
た
。
報
恩
講
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
両
別
院

を
会
場
と
す
る
４
月
の
御
遠
忌
法
要
へ
の
機
運
を
高
め

て
い
た
だ
こ
う
と
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
と

な
っ
た
。 

歌
と
演
奏
に
は
、
全
国
で
活
動
さ
れ
て
い
る
鈴
木
君

代
さ
ん
（
山
形
教
区
念
通
寺
）、
天
白
真
央
さ
ん
（
岡
崎

教
区
淨
妙
寺
）
。
お
二
人
の
軽
妙
な
ト
ー
ク
と
、
心
温
ま

る
演
奏
に
、
時
よ
り
涙
す
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

鈴
木
さ
ん
の
代
表
曲
『
お
坊
さ
ん
に
憧
れ
て
お
寺
に
入

っ
た
』
な
ど
十
数
曲
が
演
奏
さ
れ
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。 

御
遠
忌
法
要
「
の
ぼ
り
旗
」
に
つ
い
て 

御
遠
忌
法
要
を
広
く
内
外
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に

「
の
ぼ
り
旗
」
を
作
製
。
上
宮
崇
さ
ん
（
第
２
組
善
正

寺
）
に
デ
ザ
イ
ン
い
た
だ
き
、
４
月
の
御
遠
忌
法
要
な

の
で
、
高
田
ら
し
く
桜
の
花
び
ら
を
あ
し
ら
っ
た
素
敵

な
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
「
の
ぼ
り
旗
」
は
、
高
田
・
新
井
両
別
院
を
は

じ
め
、設
置
協
力
い
た
だ
い
た
教
区
内
寺
院
、仏
壇
店
、

糸
魚
川
・
上
越
・
妙
高
各
市
の
商
店
街
に
設
置
い
た
だ

い
た
。 

新
井
別
院
内
陣
御
修
復
完
了 

新
井
別
院
独
自
の
募
財
で
進
め
ら
れ
て
い
た
、
内
陣

等
御
修
復
工
事
が
こ
の
た
び
完
了
し
た
。 

11
月
１
日
の
報
恩
講
前
に
は
、
ご
本
尊
を
仮
本
堂

（
納
骨
堂
）
か
ら
本
堂
に
迎
え
入
れ
る
還
座
法
要
が
勤

ま
り
「
お
内
陣
が
見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
っ
た
」

と
、
参
詣
さ
れ
た
多
く
の
ご
門
徒
が
喜
ん
だ
。 

新
井
別
院
で
は
、
内
陣
の
他
に
香
部
屋
、
准
堂
衆
部

屋
、順
番
部
屋
、恵
信
尼
公
堂
等
も
併
せ
て
修
復
さ
れ
、

今
後
御
遠
忌
法
要
ま
で
に
、
山
門
屋
根
も
葺
き
替
え
ら

れ
る
予
定
。 

 
 

修復前 

修復後 

高田本町商店街 

http://takada-kyoku.jp/goenki/
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御 遠 忌 通 信 

 
 

妻壁の牡丹紋 妻壁及び蓑
みの

甲
こう

 

 

外構、縁石等の据え直し後 

本堂北東側 縁下の亀腹 

2017.10 

本堂正面側の小壁 

本堂正面 

室内壁 

2017.08 

2017.09 

2017.09 

2017.10 

2017.10 

2017.07 2017.07 2017.08 

室内後堂の壁 
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御 遠 忌 通 信 

特

別

懇

志

金

ご
進

納

企

業 
高
田
教
区
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
特
別

懇
志
金
を
ご
進
納
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

こ
こ
に
、
ご
進
納
い
た
だ
い
た
企
業
を
ご
披
露
し
、

御
礼
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

（
敬
称
略
・
順
不
同
） 

北
野
建
設
㈱ 

㈱
保
坂
組 
平
安
セ
レ
モ
ニ
ー
㈱ 

㈱
吉
運
堂 

㈱
福
宝 

高
田
別
院
石
材
組
合 

久

家

堂 

糸

魚

川

仏

壇

仏

具

セ

ン

タ

ー 

合
同
会
社
も
ば
建
築
文
化
研
究
所 
㈱
源
建
設 

下
黒
川
歯
科
医
院 

㈱
や
す
ね 

㈱
平
安
法
衣
店 

㈲
杉
田
生
花
店 

㈲
池
田
屋 

㈲
廣
川
仏
壇
店 

Ｊ
Ａ
え
ち
ご
上
越
セ
レ
モ
ニ
ー
サ
ー
ビ
ス
課 

ト
ー
ア
㈱
上
越
店 

赤
倉
ホ
テ
ル 

㈲
細
野
商
店 

よ
し
か
わ
薬
局 

加
藤
造
園 

野
呂
仏
壇
店 

㈱
小
林
農
園 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

以
上
24
社 

（
２
０
１
８
年
１
月
31
日
） 

＊
＊
完
納
御
礼
＊
＊ 

高
田
教
区
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
懇
志

金
を
ご
進
納
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

こ
こ
に
、
ご
完
納
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寺
院
名
を
ご

披
露
し
、
御
礼
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

第
１
組 

大
雲
寺 

雲
晴
寺 

清
雲
寺 

圓
照
寺 

勝
蓮
寺 

專
德
寺 

第
２
組 

西
福
寺 

大
蓮
寺 

第
３
組 

安
專
寺 

應
満
寺 

第
４
組 

養
性
寺 

第
５
組 

覚
法
寺 

安
證
寺 

第
６
組 

福
成
寺 

敬
覺
寺 

金
光
寺 

真
宗
寺 

 

唯
願
寺 

第
７
組 

妙
行
寺 

下
町

聞
稱
寺 

敬
覺
寺 

唯
念
寺 

 

長
德
寺 

得
法
寺 

飛
田

淨
善
寺 

二
俣

西
蓮
寺 

 

板
倉

西
蓮
寺 

妙
土
寺 

第
８
組 

泉
光
寺 

常
光
寺 

專
長
寺 

善
巧
寺 

 

臨
行
寺 

向
源
寺 

明
善
寺 

第
11

組 

圓
重
寺 

照
圓
寺 

添
景
寺 

敎
願
寺 

第
12

組 

專
德
寺 

善
德
寺 

德
生
寺 

第
13

組 

願
專
寺 

淨
嚴
寺 

福
淨
寺 

雙
善
寺 

了
蓮
寺 

西
念
寺 

啓
明
寺 

稱
念
寺 

（
２
０
１
７
年
９
月
１
日
～
２
０
１
８
年
１
月
31
日
） 

以
上
50
ヵ
寺 

な
お
、
右
記
を
含
め
１
月
31
日
現
在
の
完
納
寺
院
は

２
７
６
ヵ
寺
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
に
も

９
ヵ
寺
か
ら
懇
志
金
を
ご
進
納
い
た
だ
き
、
収
納
総
額

は
２
億
５
，
８
５
３
万
１
，
４
０
０
円
（
御
依
頼
額
の

99
．
８
％
）
で
す
。 

結
婚
し
て
初
め
て
の
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。

妻
は
昨
年
末
よ
り
得
度
研
修
会
に
通
っ
て
お

り
、
年
末
年
始
と
拙
い
な
が
ら
も
『
阿
弥
陀
経
』

を
練
習
し
て
お
り
ま
す
。 

妻
が
得
度
研
修
会
か
ら
帰
っ
て
く
る
た
び
、

様
々
な
質
問
を
し
て
き
ま
す
。
お
寺
と
は
何

か
、
僧
侶
の
仕
事
と
は
何
か
、
舎
利
弗
と
は
ど

の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
、『
大
経
』
と
『
小

経
』
の
違
い
は
何
か
、
等
々
…
。 

日
々
の
忙
し
さ
に
追
わ
れ
、
私
自
身
あ
ま
り

考
え
て
も
み
な
か
っ
た
こ
と
を
聞
か
れ
返
答

に
困
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
も
初
心
に
か
え

る
良
い
機
会
と
思
い
質
問
に
つ
き
合
っ
て
い

ま
す
。 

教
区
御
遠
忌
法
要
ま
で
二
ヵ
月
を
き
り
ま

し
た
。
あ
と
わ
ず
か
な
期
間
で
す
が
御
遠
忌
円

成
に
向
け
、
教
学
、
儀
式
等
共
に
学
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

（
堀
前
裕
見
） 

▶教務所窓口にて販売してお

ります。大口注文は注文用紙

をご利用ください。（注文用

紙は、御遠忌特設サイトから

ダウンロードできます） 

▶好評につきボールペン（各

色）は販売終了となりました。

その他のグッズも限りがござ

いますので、お早めにご注文

ください。 

http://takada-kyoku.jp/goenki/

